
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標    【 志を持って学ぶ たくましい 心と体の東中生 】 

  東 中 だ よ り 第３号 

令和６年６月３日 

上尾市立東中学校 

校 長  石田 賢一 

上尾市大字上尾村４７９ 

TEL 048-775-6566 

FAX 048-775-1165 

「あいさつ」について 

 校長 石田 賢一   

地球温暖化の影響でしょうか、5月は気温25度を超える夏日や３０度を超える真夏日を多く記録しました。一方

で、日によっては肌寒くなるなど寒暖の差が身に染みる1カ月で、生徒たちも体調管理が大変な様子でした。 

 東中学校では、５月２４日（金）～26日（日）の2泊3日で、３年生が京都・奈良方面に修学旅行に行きました。スロ

ーガン「『青瞬』～瞬間（とき）を制する者、功を奏する～」のもと、古都の文化と歴史に触れることで、文化遺産の価

値を学んだり、集団行動を通して、責任を自覚し、相互理解や協調性を育んだりすることができました。また、全校

で６月６日（木）の体育祭に向けての練習を通して学年・学級の一体感を高めています。体育祭当日の生徒たちの雄

姿をご期待ください。 

 

「あ」…「あいさつをしっかりと」   「い」…「命を大切に」    「う」…「運動をがんばる」 

         「え」…「笑顔いっぱいの学校を」   「お」…「終わりまでしっかりと」  

 

 さて、５月末の全校朝会で校長から生徒たちに学校生活で意識してほしい「あいうえお」について話しました。「あ

いうえお」とは、次の５つの項目の頭文字となります。 

５月の全校朝会では、「あいうえお」の「あ」、「あいさつ」について話をしました。 私が校長として赴任したときに、

「東中学校の生徒はあいさつができるな」という印象を持ちました。登校時間に私が正門であいさつをしている

と、多くの生徒が気持ちよくあいさつしてくれ、すがすがしい気持ちになるとともに、元気をもらっています。 

 朝会で生徒には、あいさつのメリットとして、次の３点を伝えました。 

（１）人間関係…あいさつは他人との関係を築く第一歩であり、あいさつを交わすことで友好的な雰囲気を作り、人

とのつながりを深めることができる。 

（２）信頼構築…あいさつは信頼を築くための基本であり、相手に対する尊重と親しみを示すことで、信頼関係を築

くことができる。 

（３）ポジティブな影響…あいさつはポジティブな雰囲気を作り出し、他人に笑顔を向けることで、自分も周囲の人

々も幸せな気持ちになれる。 

 「おはよう」「こんにちは」「さようなら」「ありがとう」という簡単な言葉で済んでしまう「あいさつ」ですが、上記３

点以外にも多くのメリットがあります。 

東中学校では、目指す学校像を「新しい時代（Society 5.0）に求められる生きる力（資質・能力）を育む学校」と

しています。現代を生きる生徒たちには、社会や生活が大きく変わっている時代の変化を前向きに受け止め、人生

をより豊かにしていくために主体的に考える力が求められています。あいさつはその一環として、自己表現やコミ

ュニケーション能力を養い、新しい時代に求められる生きる力を育む手段となります。 

ぜひ、家庭や地域で生徒たちに積極的にあいさつをしていただくとともに、しっかりとあいさつできている生

徒を認めていただきますよう、ご協力をお願いします。 

 
 

※５月３１日現在の予定です。やむを得ず変更になる場合もあります。御了承ください。 


